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も
つ
↑
／
L

k
i
f
f
y
－メ

1

f

f

一一

J
t

一つノ

の
上
に
政
治
的
パ
ワ
を
猿
将
L
な
け
れ
ば
以
九
一
日
い

「l
、、ー

産~J担主主事長川 i IミF 0）フqゲレ J ンブ eポリテイ／ケス

権
心
者
乞
妥
協
に
込
い
込
む
一
泣
い
V
引
な
組
織
と
し
て
コ
ミ
L

一
一
ア
ィ
組
織
テ
位
同
づ
け
ぷ
け
れ
ば
な
ら
な
レ
c

そ
の

T
法
は
読
ん
情
的
で
、

分
裂
抗
争
点
は
わ
み
に
回
践
し
つ
｛
，

地
一
心
「
ミ
コ
二
フ
J

の
ね
ノ
M
Mゼ
山
寸
る
組
織
c

（
も
三
守
主

i
J
A
I
－

v
 

貧
者
心
地
域
の
ど
真
ん
中

K
H
U
的

で
お
争
吉
町
臥
わ
な
い
見
栄
運
動
わ
い
ピ
泣
い
設
し
な
行
れ
ば
な
ら
一
段
か
コ
ー
に
の
で
あ
る
…

不
通
に
も
、
貨
店
刊
な
多
く
の
寸
て
ミ
ー

一一ア
J

が
い
む
コ
き
う
る
ほ

む

J
L
Z
N
Z下
ナ
凡
7
y
z
、
ン
カ
ゴ
乃
デ
イ
リ
ー

γ
ン
！

（；
j
i
j
i
l
l
t
i
i
｛

宇

一

よ一サ当、

マJ
判

υ

ン
の
よ
ぷ
な
地
冗
マ
ン
l
ン
の
情
実
政
治
だ
け
で
あ
う
に
L

ア
リ
ン
プ
キ
ー
は
、
カ
ト
リ
ッ
ケ
孜
会
、
街
路
ク
フ
ブ
、
小
況
検
ピ
ン

ネ
ミ
な
と
り
が
い
会
的
組
織
炉
、
り
協
力
を
待
つ
つ
、
「
ふ
ご
つ
し
二
接
辺
政
治
と
は
違
「
た
や
り
方
で
、
す
な
わ
ち
犯

yし
た
政
治
的
パ

ワ

行
使
「
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
び

E
t政
治
に
弘
ひ
コ
け
、
一
宮
と
し
た
じ

I
A
ド
組
織
を
泊
じ
て
川
い
ん
た
か
J

は
、
政

比

γ
ン
／
や
行
政
、
、
民
間
ア
ク
タ
と
村
市
町
内
人
、
v

な
が
ら
も
、
自
分
た
ち
が
支
援
十
プ
ツ
近
隣
住
μ刊
の
た
め
の
父
涼
を
可
能
と
L
L
Y
J

の
で

U
 

あ
る
」
J

－
A
F
の
戦
川
村
は
出
心
主
的
で
あ
っ
た
と

L
て
も
、
運
動
は
、
ン
ス
一
ア
ム
松
夜
を
日
指
す
fpJ昨
的
な
う
も
の
で
は
な
か
っ
と
」
泡
一
冗
の
代
会

お
刑
判
定
を
Z

の
i
地
一
り
指
若
者
刀
岳
民
か
す
ブ
ソ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
亡
、
非
イ
平
オ
口
午
、
1
的
な
組
織
で
あ
っ
～
。

L
m
し
、
日
間
を
絞
る

I
A
ド
は
ア
リ
ン
ス

L
i
け
努
力
に
も
か
か
わ
じ
J

ず
、
そ
の

草
の
川
悦
ハ
会
加
」
山
山
糾
μ
陥
n
J
r
－
次
第
に
失
っ
て
行
ノ
＼
口

B
ミ
N
C
は

制
叶
？
」
、

ijt 

平
山
伏
フ
ロ
ジ
L

ク

J
J
1
A
X
X
一一戸
4
4
U
何
×

デ
ノ
リ
l

マ
ン
l
ン
と
山
政
訴
し
法
ぎ
た
一

L
i
、
、
：
こ

1
7
ワ

〈

1

／

1
1ノーノ
4
下

H

i

l

l

－

L

現
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七
4
4
4
づ州
1
2
f｛一品《
U7cc一一
w

寸O
］々戸川）

を：
溢

、以た

I
A
F
図
体
「
占
ノ
吋
ド
？
ン
ド
白
方
ガ
ニ
ゼ
v

ン
I

ン

ヘJ
丁
化

J
〈
C
C
F
ニロコハ

（一）】
6m
戸門戸い内ニ］
C
2

一
九
八
ハ
J

年
結
1
A
）
生
地
域
の
む
済
開
発
に
甫
一
円
、
を

E
さ
渦
ぎ
、
当
初
の
向
の
回
収
参
山
的
判
柊
↓
を
失
っ
て
し
ま
う

こごい九九日叩岬
h
V
F

（
ワ
）
八
ム
宍
サ
ピ
ス
推
進
一
て
よ
一
二
ワ
ィ
協
会
（
C
O
F
三
と
7
b
サ
ス
ヰ
ポ
泊
域
事
業
『

7
リ
ノ
ス
ヰ
！
の
死
後
、

i
A
F
の
14建
に
取
れ
り
組
！
？
ー
に
の
は
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ソ
プ
を
引
か
J

継
ぎ
、

ア

J

ヲ
ワ
山
川
専
の
L

ト
ワ
l

ド
・
チ
ユ
〆
パ

l
ス

↓戸川一
5
3
7
J
J
］中山
C
」

れ
も
六
〈
じ
ん
け
代
初
訟
の
U
ヂ
ー
ス
タ
ー
で

ι
I
A
ド

で
お
、
ノ
に
c

役
は
、

の
組
織
化
（
山
♂
成
功
の

fu一
没
者
で
め
い
ノ

ァ
リ
ノ
ス
キ
！
心
影
響
力
心
み
る
芸
作
同
h
h
N
3

＼
ミ
同
h
h
k
h
E
P
L
H
J
R
R
N
h
h
F
h

こゴ
5
4＼ミ

同
飢
え
h
z
E

伊
良
NR
与
を
何
者
ベ

2
r
p
H
任。ロニ
z
m
p
H
S】
）
は
、
チ
コ
ン
パ
ー
ス
む
ロ
ヘ
7

L

ス
タ
ー
で
の
粘
円
強
い
活
勃
経
験

か
了
八
い
に
怠
ぷ
止
し
し
い

ι

工
シ
パ

i

ヌー

ア
り
ン
ス
キ
ー
が
政
治
教
ノ
け
や
人
間
的
成
況
を
口
体
的
な
戦
術
に

l
汚
務
と

と
の
反

で
こ
な
、
引
っ
こ

ル
白
い
立
ち
、
人
氏
世

I
A
F
が
仲
品
川
並
「
と
五
じ

会
災
凶
体
の
ベ
ブ
一
ブ
ン
聖
職
者
い
万
ガ
ナ

i
v
i
や
リ
、
ー
ダ
ー
を
寸
引
き
受

日
る
戸
主
ノ
依
頼
J

ー
ゲ

i
u
干
リ
ス
ト
教
的
伝
統
の
解
政
的
流
れ
を
人
間
救
有
に
手
さ
寄
せ
言
J

P

：J
た
c

ま
た
、
公
民
体
ν
庄
助
や

－「

J

L
F
m
 

認
均
分
相
りJ
者
組
ム
い
一
江
ど
に
コ
ミ
ッ
ト
し

つ
人
た
ち
、
特
に
ん
一
件
vT
対
象
に
方
ガ
サ
イ
ザ
ー
や
リ
ー

ダ

乙

L
て
の
訓
練
を
受
け
さ
九
v

h

l

一。

手

L

ン
パ
ス
は
、
こ
う
し
と
十
分
注
訓
練
ん
と
積
ん
だ
オ

i
J
U
F
イ
ザ
や
り
ダ
を
込
し
て
、
治
成
の
教
会
b
L
T校
、
あ
る
い

は
P
I
A
や
ソ
シ
ヤ
ル
ク
一
ノ
ブ
〆
｝
内
対
係
を
い
っ
て
つ
併
な
も
の
乙
じ
、
ミ
ド
凡
ク
ラ
ス
を
も
ん
同
む
多
様
C
筏
杭
な
泊
域
社
会
心

二
l
丈
や
同
胞
に
ー
や
て
よ
う
と
努
心
し
た
。
ア
リ
J

人
手
ー
が
得
な
と
し
に

E
鋒
悦
い
現
状
へ
の
点
的
な
批
判
決
翠
よ
り
は
、

F
h
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利
誌
に
茶
づ
く
協
力
ー
守
、
通

τペ
パ
ワ
！
の
嶋
崎
を
E
指
「
組
挑
ん
】
の
L
A
法
を
す
市
平
日
慌
に
彼
な
わ
ノ
ド
ア
け
ノ
ン
ス
キ
v

の
限
界
主
羽
子
J
λ
ー

－／｝

7
〕

ん

｝

」

ィ
ブ
乙
シ
パ
ー
ス
の
出
泊
v

同
一
」
人
戸
効
パ
ド
亡
の
か

米
国
北
部
の
都
市
近
隣
出
い
に
お
け
る
i
A
F
心
仏
政
は
よ
れ
活
売
な
J
h

む
こ
な
っ
て

／れ
J

三口

i
A
F
2
F
U
乃
ソ
同
地
引
は
、
丘
一
路
住
J

ヘ
」
心
み
な
ら
ず
、
？
人
郊
市
問
、
州
六
日
レ
ベ
ル
に
i

山町ーコ

γ
こ
わ
く
の
で
占
め
る
n

そ
の
勢
い
を
加
速
し

ア
リ
シ
ス
F

会
心
実
践
的
な
ル
町
中
日
制
引
い
民
衆
折
口
総
l
A
ヘF
」
官
、
米
包
此
却
を
超
え
て
向
凶
部
、
西
部
、
占
め
る

産~J担主主事長川 i IミF 0）フqゲレ J ンブ eポリテイ／ケス

い
ヨ
は
川
山
川
す
説
、
之
、
の
ん
米
り
引
な
存
在
へ
と
新
止
さ
せ
た
の
は
、

「
ノ
早
ト
ノ
ス
川
川
サ
〆
ア
ノ
ヘ
二
オ
中
ま
れ
の

γ
l
ネ
ス
ヘ
i

・
7

一ル一一ノス

へF
J
X
v
Z沖
合
会
｝

1
2
r
L己
、
印
）
で
あ
わ
、
役
J
J
m
山
地
に
飢
設
し
に
ア
ハ
ハ
」
ハ
吋
l
ピ
ス
推
進

J
～
、
ュ
二
一
「
ノ
メ
協
会

c
o
y
s
bし
同
町
一
正
）
で
あ
っ
た
ハ

コ
ル
一
三
人
の

J
能

jrい
ち
早
く
見
抜
き
、
組
織
が
y

仁

zmgNm丘町っこ
J
L
L
n
出

2
4
5、
以
下
、

由
民
迭
に
多
く
の
欠
点
ピ
出
し
批
判
し
う
る
ψ
一
全
な
L
r
人
化
ヘ
と
成
長
し
た
時
期
に
、
波
リ
ど
I
A
F
に
が
き
入
れ
た
り
は
、

も
ら
ろ
心

一
人
一
向
の
川
動
は
そ

チ
マ
一
ン
パ

i
ス
で
あ
り
、

ー
ル
一
プ
ス
は
、
地
冗
の
ふ
ン

i
ラ
凡
・
カ
ト
I
J
y

ク
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
に
い
段
、

一九

μ
九
年
二
テ
キ
ヲ
ス

A
＆
M
大
守

九
イ
で
同
I
八年一日土
Mlι

し
た
役
、

＋
万
一
！
同
し

一
フ
キ
升
ス
大
」
一
4

オ
ス
ヂ
ノ
プ
〆

」
送
や
し
、
大
ら
ず
院

川
悦
は
、
在
住
4
2
L

メ
キ
ン
コ
弘
ハ
ア
メ
ー
カ
人
九
、
。
る
1

栃
色
の
対
日
テ
カ
？
ノ
注
助
に
関
わ
っ
た
り
、

／ア
J

ト一
7
7
で
の
反
昔
日
凶
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
悶
ト
コ
L
た
り
じ
た
J

メ
ヰ
ン
コ
系
住
民
の
政
治
的
エ
〆
パ
ワ
ー

2fJ
卜
を
追
求
す
る
コ
パ
一
子
ス
は
、
そ
む
役
、
活
到
の
舞
介
を
サ
シ
ア
、
／
ト
二
オ
日
外
仁

！

、

ご

、

J

〉ピリル刊り

一T
キ
サ
ス
州
市
末
部
の
ポ

i
モ
ン
ト
の
史
人
教
会
J
D
T

ベ
l
ス
と
し
に
公
民
権
巡
訟
を
支
援
し
た
h
、
ー
リ
ォ
・

7
ラ
J

A
つ

ザ

J
J
J
i品川

間
以
刊
初
労
斜
計
祈
九
円
（
U
F
W
γ

の
か
札
級
化
ピ
恥
り
紘
七
だ
り
し
に
。
特
に
U
U
W
心
一
パ
出
動
を
通
じ
て
い
た
ー
し
を
科
り
に
口

サ
J

ン
工
ル
ス
の
i
A
F
組
織
じ
5
0
心
オ
l
ガ

7
ノ
ザ
l
、
ド
ル
パ

l
ト
パ
ワ
／
ソ

の
存
在
は
、
同
ご
の
後
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の
l

ル
二
づ
ハ
い
と
っ
て
事
変

haE味
主
持

J
J
Z

わ
ウ
ス
ミ
ー
フ
「
ン
グ
方
l

山
に
よ
っ
て
C
5
0
を
カ
ソ
ブ
ナ
ル
ニ
？
の
移
民
業
業
労
旬
討
の
閣
に
い
日
大
t
u
一
人
伝
説
的
な
1
A
ド
指
手

ニ
4
2一同
3
1
巴
町
、
、
ハ
心
〈
リ
ハ
打
い
に
り
れ
店
店
内
部
で
ス
ト
プ
イ
キ
ん
の
特
に
店
疋
品
の
γ
ハ川
R
H士
敢
な
ど
を
通
じ
て
メ

む
旬

y
レ
ッ
H
h
l

‘
ロ
ス

ず
ン
コ
系
民
主
労
働
者
の
祐
司
ー
銭
信

r刊
遇
改
言
争
指
導
し
た
セ
ザ
ル
。
チ
ャ
ベ
ス
の
紀
織
化
PN式
会
リ

γ
子
、
リ
ダ
i
シ
J

ブ
の

ス
止
ル
を
ム
身
に
つ
け
た
の
も
ベ
テ
f
一
フ
の
お
陰
で
あ
っ
た
。

ー
ル
テ
ス
は

一
九
七
年
か
ら
の
ニ
ヰ
山
、

サ
J

ア
J

：一
4
の
仲
間
行
J

ら
と

じ
勺
〆

γ
ノ
ト
ニ
オ
と
ン
カ
ゴ
の
問
主
行
き
来
し
、

シ
カ
ゴ
で
府
催
、
守
れ
て
し
い
唱
に
リ
ー
グ

l
ン
ソ
プ
川
訓
練
の
七
ァ
ン
ョ
ン
に
参
加
し

rり
、
ミ
ル
内

r
I
L
L
－
や
J

l
ス
ト
ン
刀
ゴ
で
i
A

F
の
組
織
出
身
に
も
安
加
し
こ
い
る
じ
何
立
一
月
に
は
、

山町、
J

F

ノ
、
一
オ
で
C
I
A
F
組
織
の
会
長
国
仏
と
な
る
り
能
怜
が
あ
る

メ
ソ
ジ
ス
ト
h
f
y
f
公
会
、
長
M

－h
派
、
カ
ト
り
ッ
ク
む
華
聴
者
か
ら
な
る
資
金
支
一
夜
委
員
」
プ
ど
誌
げ
す
る
丈
め
に
ど
部
か
ら
牛
ま
れ
な
郊

の
サ
ン
ア
ン
ト
一
オ
に
一
応
ツ
と
た
た
d

帰
縦
叫
校
、
早
速
コ
ル
テ
ス
h

一九
h
4午
か
ら
じ
川
仏
ま
で
い
川
市
を
F
－
－
よ
っ
て
き
に
f

ン
グ
口
件
ケ
ソ
ン
系
政
治
家
や
大
荒
牧
Y

ン
ネ
ス
が
つ
く
る
「
？
良
さ
浅
治
述
盟
一
（
一
C
C（

C
4〉
ヨ
2
3
2
二

い
一
川
円
い
仇
す
る
た
め
に

メ
キ
ン
l

玄
川
ア
メ
リ
hv
人
の
政
凶
作

的
二
／
パ
ワ
ー
メ
／
ト
組
織

に
玖
り
か
か
っ
た
戸
「
良
さ
統
治
連
開
」
は

長
年
に
わ
た
ワ
て

の
が
6

川j
円
一
片
ブ
ロ

ジ
マ
一
ク
ト
ム
γ
干
与
し
、
甘
口
氏
の
二
？
ズ
や
片
山
王
盆
山
泊
さ
れ
続
け
て
き
た

J

凡一
Y

ス
は
チ
乙
ン
川
、
ス
以
ト
に
、
大
企
業
や
日
寸
志
が
え
削
1
J

て
き
た
エ
ス
タ
ゾ
J
7
ン
ェ
メ
ン
ト
刀
刊
界
に
対
抗
L
ベ
る
普

込
の
市
民
心
政
治
的
能
力
一
け
部
売
を
重
視
Lbf、n
r

の
結
来
誕
中

L
た
の
が
、

一
フ
エ
サ
ス

I
A
F
心町市

公
共
サ
ー
ビ
ス
推

唯一
l

ミ
J

ヱ
ァ
ィ
協
会
（
C
O
F
誌
に
で
あ
〉
一
～
。
じ
の

P
え
の
創
設
十
へ
会
は
、

一
1
U
J
q

：

一fi
l

－
－

L
U
1

ー
ペ
迎
円

己
ス
パ
ニ
ノ
ケ
一
糸

生
以
か
多
い
ウ

J
ス
ト
サ
ノ

i
掛
川
一
刀
、
ン
ユ
ア

f
l
ノ
J

ハ
J
ス
Lワ

l
ル
て
行
わ
れ
r

～c

千
人
以
ー
の
い
い
長

七
／
仏
教
会
の
代
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一一、、、、い
J

J

十一

↓p
k

均
金
H
l
k
fト

こ
う
L
て
宇
ま
れ
た
C
O
P
S
は
、
サ
ン
マ

L
卜
二

ー
を
品
し
、
代
扶
川

τJ笈
案
を
提
起
ー
一
人
。
f
h

買
uι
活
動
な
ど
の
IR

山一f
y
f敢
に
よ
っ
て
市
や
へ
わ
業
に
1

庁
り
を
か
け
る
の
も
堂
妥

T
段
こ
な
っ
た
わ

な
初
ば
ぷ
快
感
を
震
わ
に
】
〆
た
ー
凡
さ
絞
治
述
刷
川

F
凶
々
？
も

copJSの
組
織
的
圧
化
ハ
ベ
を
川
視
す
る
ご
乙
は
で
き
白
か
っ
た
。

ウ

J

ス
lr
ザ
イ
ド
地
メ
ー
に
汁
「
｝
白
一
億
ド
ル
を
朝
日
え
る
公

共
投
資
以
こ
は
そ
の
成
果
一
け
一
つ
↑
／
よ
め
る
ハ

産~J担主主事長川 i IミF 0）フqゲレ J ンブ eポリテイ／ケス

サ
ン
f
〆
h

ニ
オ
む
権
力
中
心
へ
の
決
主
的
打
撃
は
、

一hru
七
仁
年
に
訪
れ

rc
選
J

ゲ
で
の
人
極
的
不
均
衡
を
止
λ

？
な
め

ι市
会
議

chuvvマヤ
4
2
大
選
対
寸
区
制
か
ら
一
小
選
挙
は
制
へ
と
汝
必
ず
る
選
挙
制
皮
改
中
、
β
談
訟
に
」
か
り
、
ー
良
さ
統
治
法
問
ユ

の
門
人
・
コ
リ

l
ト

c
o
p
s
u
m
r一
」
の
レ
フ
γ

レ
ン
ダ
ム
を
将
利
に
界
い
た
…

い
選
，
T
判
別
皮
心
も
と
で
「
れ
わ
れ
に
〕
同
午
mv
…遺

ロ
】
が
じ
反
対
す
匂
な
か

c
o
p
sは
h
誌
会
に
で
む
れ
い
り
メ
そ
7
ン
1
3ポ
ア
メ
リ
カ
人
、

ド
ピ
、

J

ペ
」

一
名
の
出
入
を
、
店
h
yノ
込
ひ
こ
と
に
成
功
［
た

仁
り

F
S
F
J
ア

リ
ン
ミ
ヒ
ー
ー
の
非
寸
JM
一
点
的
な
戦
略
ザ
叩
芥
し
つ
つ
、
そ
の
投
票
え
一
帯
を
通
！
ご
に
選
手
に
が
讐
ー
を
及
ぼ
し

最
初
の
議
問
で
あ
っ
た
ハ

九
hパ

μ
T
以
降
い
す
ン
ア
／

i
一一ふ
f
E
支
似
し
て
き
f
r」
人
金
持
ち
伸
一
ム
口
（
り

z成長
C

一
崎
町
山
連
間
早
」
は
、
「
一
九
七
一
年

こ
λ
ノ

f
J
f
L

、

に
設
退
、
三
仁

μ
守
i

に
瓦
解
、

1
t
ヘ
年
に
は
王
式
に
紙
識
と
し
て
解
散
す
る
の

そ
の
段
、

（

O
P
S
け
補
助
長
山
崎
一
作
を
青
校
、
ν
、
サ
ン
ア
ン
ト
一
一
オ
の
コ
ミ
ι

－
テ
ィ
開
発

併
し
的
助
分
プ
口
グ
一
P
／
／
e

へ
の
介
入

を
通
じ
て
影
響
力
を
会
話
L
7よ
し
＼
ま
た
、

c
o
p
Sの
資
金
源
乙
し
て
の
山
債
利
川
は
、

仁
O
ド
日
討
が
開
札
鳴
団
体
を
誌
げ
し
て
行

〈
ト
む
な
く
て
は
な
ら
な
い
財
源
乙
な
っ
た

3
ら円

件
」
パ
ヲ
〕
い
作
尺
へ
の
住
芯
や
保
健
所
仕
と
の
位
誌
の
た
め
に
資
金
鴻

υ3Jて
く

れ
る
ム
ム
束
、

vuMも
に
コ
円
に
。
問
、
え
ば
、

九

ι四
年
に
は
、
も
で
つ
L
K公
共
吟

i
γ
ス
の
実
羽
の
ト
め
に
、
機
々
な
刈
か
九
一

億
ド
ル
を
集
吟
て

V
G

仁一
υ
P
、
ろ
の
九
七
九
年
の
午
次
大
会

－ァ

l
J
Z
、
一
サ
ン
F

ン
ト
ニ

J
A
C
O
P
日
村
低
賃
金
労
働
）
で
お
わ
、

0) （〉
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六
千
人
以
ー
の
ム
古
川
聞
が
つ
め
か
日
た
v

九
八
一
午
に
は
、

カ
ト
リ
ヅ
ク
ヰ
メ
キ
シ
コ
ぷ
／
住
民
の
賞
、
以
い
終
入
労
ι別
立
ロ
が
多
い
低
地
リ

J
4

・
グ
ラ
〆
一
：
ノ
ず
し
ー
に
、

1
A
F
桂
織
「
ヴ
ァ
レ
3

e

イ
〆
タ
ー
ノ
ヱ
イ
ス

一凶

創
設
ー
こ
ん
。
下
水
詰
一
の
め
伶
こ
め
本
J

ス
子
ム
の
建
設
に

2
2
F
M子、
N

M

l

ー
ー
と
略
記
）
を

ル
キ
獲
刊
日
1
J
h

～
コ
じ
り
p
c
h
や’
v
l
示
通
じ
し
何
日
刀
一
い
う
人
べ
γこ

が
、
教
人
古
川
り
げ
山
知
で
経
討
を
被
っ
ー
～
ワ
ク
J
J

ヨ
ゾ
ブ
三
芳
一
切
L
U
J
l
n

、γ
っ
し
ト
、
実
材
、
を
F
A
ム
｝
げ
る
い
マ
、
げ
い
よ
っ
て
、

C
O
F
誌
は
り
吋
め
マ
、
市
民
な
中
日
彼
氏
！
土
哀
の
実
験
干
J
な
っ
て
仁
〈
U

平一の

点
で
一
泣
い
日
常
に
川
町
と
な
ツ
戸
～
の
か

九
八
年
の
創
設
パ
ノ
何
年
記
ど
し
八
九
百
三
什
っ
た
コ
ル
テ
ス

つ

予

」

〈

一

7
j

人
吉
枝
え
る
癌
衆
U
A）
F

山
に
し
T
L

次
の
よ
う

ιコ
ル
一
ア
ス

付
〆
ア
ン
？
二
L

乃ーは

全
米
で
門
以
J
b
版
か
れ
た
都
じ
の

円

F

J

1

－一

一

J

一
つ
と
は
っ
て
い
ま
す
多
冗
説
、
家
族
、
そ
し
て
二
ー
一
刷
と
集
会
心
戸
出
と
い
っ
た
何
倍
が
、

ハ
ノ
ハ
」
包
ハ
私
的
な
現
実
L

ア
ば
っ
て
い

る
心
引
所
で
す

J

ヘ
中
断
）

6

め
な
え
そ
ぱ
、
足
士
山
川
～
日
付
会
の
外
L

い
た
人
ひ
と
乞
了
、
、
；
一
テ

f山
ヨ
活
に
誘
い
入
れ
て
ノ
＼
れ

ま
し
た
っ
そ
し
て
、
あ
な
IhjLAM
、
そ
う
し
介
入
ひ
と
が
人
聞
の
尊
肢
と
円
苦
心
を
育
て
る
触
媒
と
沿
っ
て
い
る
の

プ
ル
ソ

ク
ー
ノ
ン
や
ロ
サ
ン
ン
エ
ル
ス
’
mTり
駆
け
つ
け
允
代
表

F
Z刷、

cリ
P
S
の
実
効
忙
を
内
確
認
し
、

ユ
リ
川
二
y
U
H
〕

C
I
＼

F
O
立
判

j

1

1

7

1

－

L

／イ
f

の
乏
荒
川
川
に
思
い
を
い
に
、
〕
入
、

I
A
F
山
政
よ
4
5
H
A
m
下
組
織
と
ん
d

っ
z人
C
O
P
S
は
、
そ

ネ
キ
パ
吋
ス
川
に
お
け
る
姉
妹
組
織
の
設
立
に
奔
走
J

た
に
そ
の

結
果
、

フ
キ
汁
ス
州
市
刊
hA部
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
、
と
点
部
の
ダ
ラ
ス
、
七
川
竹
い
の
ブ
オ
7

ト
ワ
’
ス
、
西
部
の
ャ
一
？
ス
テ
ィ
ペ

r
一
ル
パ

ソ
、
ラ
ポ
ノ
ク
ヲ
マ
J
ツ
J
川
三

y
ド
一
ア
ン

一、

テ
ぃ
サ

ピ
「
ス
ト
ソ
〆
行
出
の
ァ
ォ
ー
ト
ベ
ン
ド
司
、
低
泊
J
オ
・
ゲ
ラ
ン

ア
ヴ
τ

レ
、
出
来
部
の
ボ
l
モ
J
I

ポ

T
オ
i
サ
オ
レ
ン
シ
地
域
、
山
凶
郊
の
ア
ル
リ
オ
ィ
i
グ
ル
パ
一
人
以
ベ

つつ
ιー
ま
で
川

心
地
j

万
J

札
紘
z
f
｝
同
閉
す
る
4
3
で
に
な
っ
た
。

。

ア
ふ
い
ノ
ス

i
A
F
の
パ
北
川
抗
の
吹
川
刊
を
デ
ニ
ス
・
〉
相

I
リ
ー
に
よ
っ
て
主
と
め
L
お
く
と
、
次
正
一
一
山
J

が
室
長
と
な
っ

C
こ

t
うし

f J 
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寸 l

へ
の
一
宇
代
に
む
け
る
川
ん
へ
の
都
市
レ
ジ
v

ム
H
政
治
恥

サ
ン
ア
ン
ト
一

ゴ
け
ー
ト
の
す
u
p
d
政
治
の
周
波
、

九
仁
0
4
1代

J4mJ
「
良
さ
い
杭
F

山
旧
述
阿
川
」
的
な
体
制
（
ブ
ォ
ー
ト
リ
3

ス
の

T
J
4
2
p
mごコ
ν

三
わ
さ
肉
、

ド一寸
2

ス
ト
ン
の
出
三

Z
m
d
p
h
E
5
7司
ど
）

の
崩
壊
、
民
族
的
に
よ
り
多
段
山
政
治
的
指
与
者
心
出
現
一
マ

f
ノ
J
一
ノ
ィ
川
JL持
者
や
リ
、
ダ
ヲ
こ
の
協
議
）

c
m
教
μ
い
ご
と
の
此

足
。
教
J
A
i

心
近
視
は
、
権
力
れ
か
一
人
同
吟
丈
池
の
パ
ワ
保
J

N

者
／
）
日
本
山
力
持
係
中
株
比
市
4
U
L
G
ト
で
不
可
欠
な
基
地
山
的
共
同
体
r
訟
を
ぜ
一

れ
た
o

U

身
近
な
問
題

τ
本
泣
同
組

想
史
同
議
〉

へ
の
取
り
組
み
を
優
先
し
た
U

。
こ
の
精
心
問
題
は
コ
ミ
ュ
一
一
一
r
y
f
全
体
ピ

産~J担主主事長川 i IミF 0）フqゲレ J ンブ eポリテイ／ケス

M

定コ、
J

三ヘノ

f
オ
ミ
7
人

を
小
川
ぷ
八
と
す
る
し

ア
ふ
い
ノ
ス

i
A
F
ぽ
、
古
ち
？
ぃ
げ
巾
1
1何
は
組
織
の
体
不
注
と
い
う
点
で
は
お
相
ト
木
な
状
怠
に
あ
た
が
、
ム
マ
見
た
よ
う
皆
、

守
人
ム
リ
ム
、
d

E
t－
 

環
内
視
の
変
化
、
一
ん
I

長
の
政
出
一

米
河
北
部

（MU
m

い
労
働
組
ん

tL労
働
高
暗
殺
活
動
王
誌
の
長
い
ら
統
乞
持
つ
近
隣

にト払っ
f
L
、

生
U
U
が
年
い
）

と
は
泣
っ
て
、
山
市
救
相
識
は
円
九
い
が
組
織
化
さ
わ
た
労
働
が
ぬ
い
本
国
出
南
部
て
一
I

L

－－じで才、

l
A
F
U成
長
を
迩
げ
、

「
、
店
主
的
h
b
コ
、
へ
二
一
一
ア
f
心
宗
教
的
問
主
J

と
都
心
部
に
お
け
る
政
治
的
必
羽
織
化
の
恥
力
力
の
結
合
モ
デ
ル
」
と
な
ヮ
て
行
く
っ
7
J

り

ノ
一
ノ
日
刊
の
ブ
吋
一
一

γ
ク
ス
、
ト
ち
l
，ノン、

フ

／

山

し

｝

i

、

ア
イ
マ
々
リ
州
市
川
仰
の
中
モ
イ
ン

ル
ィ
ジ
ア
J

ノ
叶
の
ご
）
ー
ォ
リ
、
J

ズ
な
と
に
I
A
U
U
広
が
っ
て
行
く

、
の
1
1古
…
押
凶
、
ネ
2

ト
ワ
i

〈
九
七
九
司
か
ら
A

部

ク
の
活
動
す
強
化
寸
る
た
め
に

I
A
ド
は

一
九
九
ハ
年
い
本
部
を
↑
）
一
7

ヨ
v

ク

か
ら
ン
カ
ゴ
に
移

C
C
C
年
に
は
↓
今
一
心
四
件
が
出
盟
L
、
阿
へ
の
傘
下
組
M
M
を
叱
一
昨
る
主
で
ど

〆
て
い
る

っ
7i
、1
1
1
主工一中市、

i

－

J
1
1
y
 

現
在
で
は
、
全
米
二
州
に
h
じ
の
組
織
を
若
き
、

カ
ト
ノ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
や
ド
イ
ソ
に
ら
姉
妹
組
織
が
あ
る
。

IJ: 



J

笠
弔
山
品
城
山
文
京
回
（
I
A
F
）

の
組
織
橋
近

ι活
動

1
－
組
織
構
造

I
A
I
は
、
一
山
弁
会
LTば
円
門
り
的
な
h
つ
の
拍
域
♂
末
却
、
南
東
浦
、
南
阿
部
、
中
西
認
、
西
け
ん
部
）

に
ヘ
刀
日
る
n

出
方
D
l
A
ド

記
入
総
球
、
全
米
に
約
二
千
占
め
る
会
見
い
体
か
ら
成
る
。
会
員
い
体
？
、
は
、
教
会
会
帯
、
学
校
、
労
般
的
か
ん
じ
、
そ
の
池
の

ユ

ア
ィ

v
」

P

＼
組
織

で
あ
り
、
議
出
入
は
所
属
引
体
を
涜
じ
て
一
品
川
お
ー
を
行
う
U

創
設
当
初

の
I
A
F
や
H
E
X
亡、

νヵ
ー
リ
ァ

ベ

I
人
と
し
て
い
た
よ
う
に
、

γ
リ
J

ス
L
一

i
A
E
i
b
J
一μ
四
日
仰
に
本
つ
く
紺

ヘ
rpirD以内己
2
m
2
M
N
E
H
C
H
W
）
一
一
し
め
る
こ
と
に
変
わ
り

公
衆
凶
停
の
比
し
一
f

十
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

フ
干
サ
ス

¥ 

I
A
F
C♂勺
ι門
カ

ド

リ

r

ケ
、
ブ
ロ
J
J

ス
タ
ン

ー
し
↑
タ
ヤ
教
に
－
は
ぼ
一
八
ん
き
れ
る
）

～パ

Jf
一プ

J

ス
ト
叶
N
h
v
タい～

i
A
F
心
～
l
z
r
h

る
刻
政
義
盤
も
ム
古
来
日
件
、
教
会
が
ー
や
っ
ん
た
買
で
あ
る
つ
』
会
噴
出
H
教
会
山
ょ
っ

五
f

「一
k

ル
か
、
ヮ
一

h
に
ル
在
民
で
町
一
る

刀
ト
り
ク
の
人
開
発
卓
司
ベ
ン
ベ

i
ン
（
門
戸
田
℃
E
m口
出
。
ニ
山
gnpロ
ロ
ミ
司
］
《
》
℃
回
目
立

ん
た
と
さ
孔
は
令
捉
供
凶
外
之
、
〕
亡
手
平
安
で
あ
る
じ

や
7

r

i

則
凶
、

ロ
，
ク
フ
工
一
フ
！
財
判

大
川
？
の
地
与
I
A
F
け、

一
り
か
ら
7

ハ
ロ
の
会
員
団
体
を
出
慨
す
る
、

ち
な
み
に
、
最
大
の
会
員
川
体

Jr擁
「
る
の
は
ン
刀
ゴ
の

l
A

F
組
織

j
肢
と
正
誌
の
に
め

二一パ己主内山
V
3
4
2
三
ミ
沿
三
さ
己
保
？
と
月
三
で
あ
り
、
マ
て
の
数
は

汗
に
も
上
匂
っ

ノ、F

r; 

均
十
ワ
組
織
と
ん
臼
1
A
F
と
の
関
係
は
、
単
な
る
連
携
関
係
と
は
な
く
、
合
一
円
i
A
F
連
事
ム
ヴ

ヘフ
J
1
1
レ
メ
ノ

タ
i
、
地
域
デ
ィ

l
ク

夕

、

地
h
I
A
ド
の
す
l
力
L

ノ
イ
ザ
i
、

一一
T

q

リ

グ

俳
ヘ
メ
ン
パ
に
タ

7

・
ヨ
コ
げ

？ 
~＂ 、、

参
加
ご
権
成
l

の
契
機
を
手
力
人
れ
丈
一
、
ハ
イ
／
リ
ノ
ド
～
日
産
山
知
的
代
表
構
造
を
r
刊、
J

全
｛
山
本
部
は
、
川
地
右
組
織
と
の
契
約
仁
必
っ
き
、

r
レ
l

－
ン
グ
吋
ー
で
ス
宵
必
佐
川
ー
に
わ
、
専
門
の
オ
l
ガ
ー
フ
イ
リ
竹

l
士
派
遣
す
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ザ
包
乙
円
一
い

j
d
f
 

l土

アJ

い
な
斗
イ
ザ
i

い
つ
く
ス
タ
ッ
フ
い
汁
）
て
の
指
導
権
は
な
い
c

ま
た
、
谷
地
域
の
ス
ヤ
ノ
フ
は
地
域

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

hr
円以い何十
J

る
J

ーパ一一ノス
4
一
清
阿
部
1
A
F
の
地
域
デ
ィ
レ
ク
タ
市
で
あ
る
J

J

ミ
コ
一
一
－
r
ィ
J
I
ダ
ー
は
I
A
ト
の

正
胤
ス
タ
ッ
フ
か
つ
で
は
な
く
、
団
体
会
員
か
ら
以
く
集
め
ら
れ
、
盟
店
ば
れ
た
後
は
、
市

ォ
i
ガ
ヲ
イ
ザ
心
、
王
山

t事
は
、
会
員

M
体
に
川
刈
し
℃
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
リ
グ

i
シ
ゾ
ゴ
珂
川
宗
寺
f
～
供
）
に
り
、
会
衆
り
で
こ

人
れ
を
丁
伝
っ
た
打
、
d

ぬ
る
い
は
メ
ン
バ
で
あ
る
聖
職
者
や

1
信
従
の
リ
ダ
が
決
定
し
に
向
山
総
に
つ
い
て
政
治
分
析
を
行
っ
ト

産~J担主主事長川 i IミF 0）フqゲレ J ンブ eポリテイ／ケス

り
戸
山
一
い
叫
略
を
渋
川
町
「
ず
る
こ
と

ι

テ
キ
サ
人

i
A
p
z
V｝
川
内
に
と
ノ
て
け
一
一
体
像
を
得
と
お
こ

htL
ア
主
サ
ス

1
屯
下
で
は
、

ト
ソ
ソ
・
オ
l
F
F
ノ
ザ
！
と
呼
ば
、
れ
る

（U
名
が
十
八
都
市
賞
、
ダ
ソ
ス
、

ピ
ュ

l
ス
ト
ン
、

オ
l
一人づ
r

J
、
エ
ル
パ
ソ
、
ァ
ォ
l

一
オ
＼
郊
外
地
域
へ
フ
寸

1

ベ
ン
、
部
、

ヒ
ム

l
ス
ノ
ー
同
町
内
部
＼
、
民
付
訂
作

t

グ
ラ
、
J
P
T
H
H
ノ）

ワ

ァ

サ
ン
F

〆

で
心
矧
様
化
心
人
l

市ハド行合角一
7
F
彼
ら
ん
は
、

己
主
川
以
」
の
「
ミ
ご
一
一
マ
ィ
活
動
、
労
働
相
ム
ヰ
辺
訪
の
組
織
化
C
経
験
？
積
心

レμ
ー
一
べ
一
ア
ラ
ン
で
あ
り
、
小
俸
は
古
、
ー
ハ
ド
ハ
γヘ
ル
ご
あ
る
つ
れ
続
ι
い
設
が
少
な
い
干
の
オ
l
ガ
ナ
イ
サ
ー
は
、
王
と
し
と
数
人
守
川
問
題
や
鎚

l
 

u
 

〔ハh9
 

戎
許
制
の
リ
ズ
ム
を
作
一
っ
て
い
く
J

喝
儀
作
去
を
込
1
ν

て
救

K
ム
ム
誌
や
巧
隣
住
灰
の
コ
、
Z

二
テ
イ
リ
ー
グ
7

が
ふ
め
る
部
分
利
バ
を
、
い
一学下、人X

 
F
 

山
駅
問
題
を
扱
、
v

ノ
ハ
問
題
が
身
近
な
問
題
で
あ
る
た
め
、
活
動
対
象
υ
P
ビ
ス
パ
エ
ッ
ク
・
コ
ミ
ム
一
｝

1
u場
合
で
あ
れ
ば
ス
ベ
イ
、
岳
山

一
ド
ト
心
、
黒
人
地
域
の
場
人
ば
に
は
本
人
が
恩
人
か
、

ご
工
t
A
A
h

）
ラ
オ
J

＼
七
口

J

、i
J

1

♀

d

才

J

V

／

U

文
ハ
川
μ
日
干
ノ
カ
り

2
1
才
F

す

i

刀
J
J

イ
ザ
は
コ
ミ
一
－
ア
f
l

グ
ー
と
M
川
部
、
二

ハ
L
J

ス
l

i
テ
ィ
ン
グ
主
開
催
、
に
～
り
、
一
一
々
の
仙
川
山
市
活
動
、
引
当
店

の
州
日
発
性
を
門
別
制
動
す
る
、

τ）
に
ち
て
ん
外
利
誌
に
ま
〉
一
一
一

l
r口
る
努
力
を
す
る
ハ

4
川染
ν
十
ぶ
」
、

「
羽
坊
の
政
治

［
T

、
）
一
ー
、

！
J

j
ノ
f
l
、F
4
1

一
川
崎
山
川
パ
（
り
振
っ

u
て
小
同
居

に
↓
手
加
し
た
教
甘
い
改
革
や
、

へ
の
給
水
サ
1υ
午
、
事
業
な
ど
を
【
侍
る
が

J
i
ク
・
ウ
ォ

レ
ン
は
、
成
功
の
社
会
的
ぷ
按
／
「
〕
て
、
ノ
」
ス
パ
一
ッ
ケ
系
カ

f
り
ァ
ク
孜
辺

誌

の
存
存
を
桁
摘
し
て
レ
ス
M
C
j
l
h
M
ナ
〆
ト
ノ
l
、
三
ロ
セ
白
ユ
ロ
ν
＼
三
口
口
n
F
L】i
今
）

の
濃
い
人
間
対
係
や
h
M
h
y

ヘ
会
社
会
資
本

j
、
、
ゴ
ニ
ア
J

リ
ー
ダ
ー
が
谷
レ
ベ
ル
で
の
責
任



を
よ
ろ
て
門
岡
山
廿
附
し
て
計
h

止
を
μ
一
案
、
い
、
行
助
キ
起
一
、
二
政
治
家
す
公
戦
者
い
山
政
災
川
町
円
あ
る
い
は
説
明
責
任
V
ぷ
め
亡
い
く
v

ー

l
F
は

C
ケ
V
3
2
四

2
mへ
ご
C
H
Z
乙
で
あ
る
／
｝
河
時
に
諸
印
刷
織
の
新
織

ム
古
町
北
の
述
ム
ロ
朴

」
立
の

つ）

t
h

l
A
I
しは

川
壮
一
心
対
一
閥
抗
云
対
話
を
常
利
す
る
η

、l志
h
J
亡、
J
L

1
7
i
l
 
時
間
に
も
及
ぶ
者
慌
で
の
吋
山
川
パ
V

オ
有
は
、
各
人
の
意
見
に

ヰ
士
阿
附
行
る
J
い
う
行
為
宮
通
し
て
お
h
い
が
描
く

工
出
る
い
は
悲
レ
込
ん
て
い
る
）
八
子
一
計
世
界
に
〈
い
て
の
江
見
主
交
換
し
ム
ワ
フ
し

ア
リ
ン
ス
キ
！
時
代
の
i
A
U
が
い
ワ
も
〕
同
じ
新
の
少
数
の
制
度
的
リ
ー
ダ
ー
に
依
必
L
て
い
た
の
と
は
注
ラ
て
、

聴
く

f
l
k

と
し
て

、
じ
O
P
5
以
後
の
別
ー
町
、
さ
れ
に
I
A
F
の
一
段
日
目
的
組
織
化
（
豆
町
二
回
2
5｝
2
宮
口
包
括
）

を
底
辺
か
ら
支

え
る
い
本
株
と
な
る

組
織
の
権
威
と
メ
／
ぇ
！
の
苓
加
を
創
刊
拭
的
に
柿
昨
日
出
し
よ
う
J
dる
「
関
係
的
組
織
化
は
、
コ
ミ
』
一
テ
ィ
ー
ノ
i
グ
ー
が
付
助

＜＂＇ヘ

j甫

基4ド支

持

｝亡

見

ま
た
よ
れ
ノ
将
仏
レ
コ
ミ
三
）
ブ
f
C
利
註
ー
の
た
め
九
日
肋
す
る
能
力
の
日
光
の
た
め

〆守一

な
も
の
と
、
J

て
川
批
え
る
（

イ
何
一
仰
向
台
C
コω一）

コ
ル
テ
ス
目
、

な
J
M

の
で
は
な
く
関
係
的

パ
ワ
を

h
y削

丸
、
文
ノ
｝
J

ぺ
関
係
的
パ
ワ
v

を
述
酢
情
泣
明
に
組
織
化
づ
る
三
／
三
て
、
「
告
湿
の
巾
民
や
約
一
明
者
が
、
絞
り
の
7
4

ミ
L

二
つ
ィ
に
お
い
て
能
力

と
政
治
の
関
係
主
再
何
点

3
4
る
花
力
／
二
什
む
を
川
泣
き
、
七
の
こ
と
を
、
出
じ
て
民
取
の
政
治
的
な
ず
一
〆
パ
ワ

3
メ
／
卜
に
資
す
る
の

円、4め
ザ
ム
V
O

多
く
の
還
J

日
向
、
コ
ミ
ー

一
ア
ィ
紅
織
化
は
、
徒
起
し
た
問
認
を
解
決
し
た
り
、

し
で
も

γ

へ
一
び
と
は
い
つ
も
忍

わ
い
世
心
「
宝
石
ミ
一

2）
で
孤
yu
し
た
ま
ま
で
お
る

HYL
が
多
レ
。

11良
三
早
の
制
収
用
体

の
μiJムーに
I
A
F
古
川
見
る
h
ュP
J
O
み
の
る
が
、 c 

『
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こ
の
詮
の
観
察
は
、

乙
ツ
ォ

ν
ン
は
批
判
す
る
仁
従
来
の

I
A
F
ネ
ソ
ト
η
i
ヶ
に
品
、
み
絞
る
権
威
構
法
に

き
干
の
根
川
体

の
弱
凸
を
な
服
す
る
止
め
に
、
組
織
構
造
的
に
命
令
・
権
威
悶
係
雪
組
み
込
ん
だ
「
関
係
的
な

1
1
7二
r
J

ィ
の
新

I
A
F
は
「
政
治
的
パ
吋
？
の
根
本
的
問
題
に
絞
り
組
む
J

「
敵
汁
を

織
化
（
E
2
5
5
7
v。
三
百
二
二

、
パ
吋
・
ド
リ
y
イ
ソ
ム
ン
ス
J

／
一
社
ハ
司
体
的
な
政
治
的
一
三
況
に
、
人
神
的
に
凡
質
的
な
ボ
救
刊
悼
を
多
人
緯
的
な
泊
一
冗
系
列
祈

日出
J

粘
ム
円
す
る
」
。
こ
う
し
と
I
A
F
は、

織内パ「
l

l

川
山
い
民
家
参
加
を
中
山
〈

「

kAr工
的
中
川
を
斗
び
正
気
づ
け
、
ぷ
政
治
山
川
反
JY
、

産~J担主主事長川 i IミF 0）フqゲレ J ンブ eポリテイ／ケス

聞
く
人
び
と
や
彼
ら
の
コ
ご
ユ
二
ア
ィ
の
ニ

l
ス
や
野
心
に
再
び
結
び
ぺ
け
る
こ
と
に
叫
け
て
刀
ア
メ
リ
カ
の
最
台
の
希
同
の
つ
を

一丸山

去
す
も
の
と
へ
は
る
の
で
あ
る
－
民
衆
が
、

U
分
た
ち
心
作
む

7
ミ
コ
ニ
づ
J

の
問
題
に
決
！
心
維
を
取
れ
り
反
し
、
地
方
心
棒
わ
関
係
を

少
し
ず
つ
変
笠
さ
せ
て
／
汀
く
の
で
あ
る
F

四

一3
ぺ

〆

介

J

明

、

J
4
吋
吋
才

l
J
h

一
L

j

l

、
J

くー、、

7
3ノ
「
ノ

f
p
i
μ
J

札
口
何
代
に
進
行
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
が
消
化
は
、
も
と
も
と
社
会
見
ト
土
議
と
限
速
な
ア
メ
り

η
政
rw
恒に、

日
士
三
一
山
る
し
は
f

コ
t

－
γ

↑
コ
ノ
、
、
！
的
な
政
策
ー
な
と
ら
止
、
方
的
組
織
り
ん
を
殺
ぎ
、
「
底
辺
へ
の
対
抗
？
古
激
化
さ
せ
丈
一

代
は
新
保

γ
表
的
な
潮
流
と
も
絡
み
、

u己－
H
任
前
立
は
ば
か
ら
な
い
貧
困
叱
に
社
会
鳥
文
化
的
な
門
様
化
を
拡
大
、
ど
旬
、
子
ム
ノ
J

コ
ヨ
か
、
新
保
守
ア
一
誌
の
」
う
に
間
起
の
前
v川
を
ぷ
回
の
伝
統
や
一
店
長
他
に
訴
え
る
ぷ
打
J
＼
実
際
的
な
問
忍
を
昭
V
U
L
多
少
ね
な
支
持
基

そ
の
筑
決
を
日
指
し
て
お
く
、
中
の
侵
的
也
市
民
γ山
政
相
府
議
も
多
く
足
り
れ
る

τつ
に
な
っ
た
ご
と
は
伐
に
述
ベ
ナ
人

／
古
ご
ι
F
J
円
、
ル
九
州

7
Q
U

I
A
I
は
、
下
れ
ム
J
h

似す＼の為政日目山山川町一は

良、
J

じ
れ
心
視
団
体
i

と
は
見
な
り
、

i
分
に
つ
ミ
ユ
ヱ

7
f
に
彼
を
張
っ
て
｝
点
綴
さ
れ
、

権
威
正
明
川
討
す
六
一
存
化
し
に
組
椛
で
あ
打
、
従
米
、
政
u
V山
が
は
泊
、
ン
ス
ア
ム
に
汁
し
て
行
っ
て
き
た
岐
点
品
川
畑
刊
織
の
役
割
古
川
恥
に
す
各
人
間
世 J~ 

新
口
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的
で
阿
久
一
ボ
派
閥
的
な
か
国
的
ネ
ッ
ト
η
i
y組
織
で
あ
る

－
主
ト
は
、
伝
統
的
な
政
治
的
提
拾
を
避
け
、
多
同
わ
な
は
八
時
比
よ
け
回
」
出
m
h
V辻、

合
（
悶
層
－
v
万
柚
何
者
片
山
は
の
ん
ヨ
ー
際
的
で
m
U
尚
的
な
問
忍
の
が
ー
止
に
向
け
て
、
ノ
一
ア
グ
マ
一
ブ
イ
ソ
ク
に
結
集
々
r
r、
る
努
力
を
払
、

一mv
六、
4

中山～ス
M
F

会
只
、
ム
六
時

M
体
、
地
冗
リ
i
夕
、
争
点
Z

布
ン
ペ
ン
の
上
刀
法
に
つ
、
て
「
て
ミ
ム
一
一
γ

ィ
リ
ダ
を
訓
練
ム
o
J
Q
寸

i
ゲ
ナ

f

ザ

日
制
成
i
F
A
、
九
百
執
行
委
員
会
へ
こ
多
平
に
紀
み
仏
ま
れ
た
権
威
階
梯
は
、

年

4
1が
常
J

た
一
川
川
政
‘
桜
吹
を
ヨ
コ
ヘ
タ
一
ア
ヘ
、

そ
し
と
L

一
ト
ー
に
つ
な
ぎ
、
そ
れ
ら
議
結
節
点
で
控
一
h
れ
た
人
間
判
官
刃
係
を
ベ

l
ス
に
よ
い

ι川
河
口
が
選
出
汽
れ
吠
／
付
部
に
結
合
す
る
の
で

ラゐ
c

こ
可
し
た
I
A
上
の
連
川
y

午
代
表
部
シ
ス
－
「
ー
は
、
一
民
主
的
政
治
＼
の
パ
心
ダ
ノ
ナ
ミ
サ
ク
チ
介
入
の
叫
出
土
井
町
み
山
寸

喜一一

1
y

一
花
誠
心
結
合
北
V
J
h
る
J

ネ
ッ
h

つ
ノ
！
ク
は
、
時
と
均
一
叫
に
上
っ
て
と
も
ら
か
に
ぶ
れ
る
こ
と
も
あ
る

L
か
L
、
そ
心
作
用

の
鍵
と
は
る
fE
裂
な
相
互
作
γ
告
は
、
よ
れ

h
J札
口
参
加
的
組
織
に

l
分
松
付
い
す
7
権
威
的
リ
ー
ダ
ー
ン
ァ
ブ
か
ら
山
て
く
る
こ
と
に
む
一

み日
h
ず
あ
る

r

そ
こ
て
は
、

階
統
的
情
以
一
円
刊
が
出
川
股
必
の
で
は
な
く
、
「
桜
は
が
よ
り
ね
vb
い
コ
ミ
ム
一
一
一
ア
イ
H

1

／
っ
て
ヰ
当
で
、

位
制
的
で
、
ア
カ
ン
タ
プ
ル

が
問
題
、
U
核
心
2
Gる
の
で
あ
る
U

ス
コ
句
テ
ポ
ル
も
い
う
4
－
つ
い
、
人
r
1
J
の
市
叫
ん
組
織
に
安
詩
さ
れ

2
市
長
な
が
題
は
、
対
工
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
多
欽
の
市
民
の
市

対
的
関
i
の
札
〈
H
j
包
可
d

聞
と
す
る
代
表
制
、
J

ス
テ
ム
を
介
し
て
円
J
J坑
治
す
る
凸
の
回
収
品
ぷ
じ
の
聞
の
コ
作
品
店
v

り
r

九
丸
山
化

F
，
Q
Hノ
誌
の
党

［
一
［
ん
で
あ
旬
、
取
り
に
の
場
所
山
コ
ミ
ユ
ニ
フ
ィ
キ
越
え
た
結
社
電
不
y

ト
ワ
ー
々
の
は
情
九
末
、
多
数
の
許
制
・
山
民
を
紺
一
M
M
F
る
市
民
リ
ー

／注ダ
結 v
fr 0〕
円

氏式

住吉 ｝宝
石：手i
包型
j.f¥ j t 
" ' 白日U j、
重詰 主lj
切！ : _ 

' '" 斗ザ
どの "' 
るic君；
n 臼

ij'; 

代
、
ス
に
ー
た
全
米
的
な
パ
ワ
体

社
会
的
な
力
の
出
一
強
に
内
汁
こ
の
政
治
的

本
稿
で
紹
介
L
に
年
未
出
版
事
業
い

1
2
A比九

V
A
J

の
民
う
な
古
干
の
根
氏
衆
組
織
は
、

ス
J

ゾ
チ
ポ
ル
、
ウ
ォ
レ
ン
リ
山
に
、

1
5
h冴
係

日
前
組
織
化
ケ
一
幅
広
1
L
2日
JK基
盤
な
べ

l
ス
に
し
た
印
発
的
ブ
一
ノ
ウ
シ
ス
む
な
か
に
一
坦

五
三
主
主
主
～
一
、
多
ね
な
メ
J
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グ
口
、
パ
ル
化
1

／た
M
門
家
こ
け
場
と

パ
？
を
ベ

i

ス
と
し
1
7

一
見
ノ
凶
的
な
け

i
タ
ヤ
／

f
構
造
乞
似
↓
～
た
連
邦
的
代
表
盟
組
織
、
全
同
的
法
令
体
で
あ
り
、
そ
う
、

μr民
衆

ら
V
「
の
人
J

ゆ
か
で

組
織
に
士
。
ヮ
ロ
グ
レ
ァ
ン
ゾ
・
ポ
ノ
フ

f
ノ
ケ
ス
の
ム
九
段
だ
か
り
こ
そ
、

ア
へ
間
関
係
の
よ
小

y

ト
ワ
｝
今
に
店
め
込
ま
れ
た
什
会
資
本
を
政
治
的
に
ユ
シ
パ
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